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中国の若年層に見える星座意識とビジネスチャンスについて 
 
 

昨今、中国において、星座占いを始めとする星座に関する話題が 30 歳以下の若年層を中心

に非常に流行している。雑誌やテレビで星座占いの記事が掲載されているだけではなく、星座

による相性判断が恋人作りや友達関係の基準のとして利用されているケースも多い。また、企

業が従業員を採用するにあたっても、星座を 1 つの判断基準とする会社も出て来ている。	
 

	
 	
 

そのような中、本論文では以下 3 点の研究を行う。	
 

1．中国の若者の間で広まる星座ブームに係るその信憑性の研究。	
 

2．星座を信じることで生まれる仕事や勉学へのパフォーマンスへの影響の研究。	
 

	
 

	
 	
 研究手法としては、既に成功をしている経営者の星座を先行研究と照らしながら、真に彼

らのパフォーマンスに影響を与えることができたのかを分析し、星座の信憑性の研究を行う。

また、中国において星座を信じる 30 代以下の若者に対しインターネット上で無作為にアンケー

ト調査を実施することに加え、一部にインタビューを実施することで、なぜ彼らは星座を信じ

るようになったのか、どのような時に信じるのか、そして、星座を信じることから受けた影響

について研究を行う。そして最後は、前述研究結果に基づいて、若者が星座を信じるという事

実時代をビジネス上で応用可能について提言をする。	
 

	
 

研究結果としては、星座によって個人の性格や行動パターンが決められてしまうという事

実はほぼ無いことが判明した。しかし、若者が星座を信じ込むことによって、それまでの自身

の行動パターンが星座の表す内容に類似化していくことが見られた。	
 

そのような観点で星座を捉えると、その活用次第では、中国の若者に向けたターゲット別

ブランティングセレクトといった新たなマーケティング手法を提供できる可能性が考えられ

る。	
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


